









取りは, インターネット, メール, 懇談・会議,
広報誌・通信, フィールドワーク, フォーラム,
ワークショップ等の様々な方法を活用して行われ
ている2) が, 川の状況, 生物, 水質, 湧水などの
多岐に渡る流域環境のモニタリング情報の登録,










しかし, 川の状況, 生物, 水質, 湧水などの多岐
に渡る市民のモニタリング情報を位置情報として













宮 本 善 和*
要 約
流域の水循環や河川環境に関する市民モニタリングの仕組みを構築していくため, 新河岸川流域を対象に,
WebGISを援用した ｢新河岸川流域コミュニケーションマップ1)｣ を開発し, 市民モニタリングを試行している｡
この ｢新河岸川流域コミュニケーションマップ｣ は, 新河岸川流域の川の状況, 生物, 水質, 湧水などのデータ
や情報を流域の市民が登録, 蓄積, 交換, 共有するシステムである｡ 本稿は, この ｢新河岸川流域コミュニケー
ションマップ｣ の利用状況について, 利用の推移, 登録情報の傾向と地理的分布, アクセス数などから分析・考
察を行うとともに, 市民モニターの育成の状況と課題を整理したものである｡ そして, 今後の流域環境に関する
市民モニタリングの充実と普及の方向について言及した｡

















域の川の状況, 生物, 水質, 湧水などのデータや
情報を, 流域の市民が集めてWeb上の GISマッ
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また, 文章や数値データだけでなく, 写真, ワー
ド, エクセル, PDFなどのファイルが添付でき
るため, 画像, データ, グラフなども容易に発信,
交換できる｡ すなわち, 流域各地の水循環や河川
環境について, 市民が気づいた情報, 観察した情
報, 調査したデータ, 意見や提案などを, 日常的













大 項 目 小 項 目
水質・河川データ
pH, EC, COD, NO 2N, NH 4N,

































しながら試作版を作成した｡ そして, 2009年 1
月 26日～5月 11日にかけて, 柳瀬川流域水循環
マスタープラン市民懇談会メンバーに呼びかけて
モニターを募集し, その試用の社会実験を実施し
ている5)｡ その結果, 計 22名のモニターによって
その使い勝手や有効性を検証し, その際の要望や
指摘に対して改良を加えている｡













ユーザー登録者数は, 図 3の通り, システムの
仮公開から 2009年 1～5月の社会実験の期間を通
して増加した後, 微増しながら, 2010年 1～4月
に増加しており, 2011年 6月末現在では 41名で















登録情報数の推移については, 図 4の通り, 社
会実験期間の終盤で情報登録の呼びかけを行った
際に急増した後, 登録者数の増加と呼応して増加




登録された情報数は計 451件である (2011年 6
月末現在)｡ この内訳についてカテゴリー別にみ
たものが図 5である｡ 登録が多いカテゴリーは
｢川の状況｣ (115件), ｢湧き水｣ (111件), ｢魅力
的な資源｣ (71件), ｢緑地・農地・公園｣ (53件)
である｡ 登録情報の中身についてみると, 中には


















一方, 図 5の ｢食に関する情報 (1件)｣ や ｢意
見・提案 (0件)｣ についてはほとんど登録され
ていない｡ この内, ｢食に関する情報｣ は社会実
験の後に, ｢一般向けにはそのようなカテゴリー
も必要ではないか｣ という意見を受けて設けたも
のであるが, 活用されていない｡ また, 本システ
ムは流域市民の意見交換も志向しているが, ｢意
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図 5 カテゴリー別の登録情報の数 図 6 登録が多いユーザーの登録情報のカテゴリー
見・提案｣ に関する登録情報がなく, 意見や感想
などの情報は他の関連カテゴリーで登録されてい






















































図 7 登録情報の分布 (全体) 図 7 登録情報の分布 (川の状況)
特定のユーザーが活動する川やその周辺の情報が
登録されていることが伺える｡
一方, 図 7の水質データは, 空白域が少なく








図 7 登録情報の分布 (緑地・農地・公園)
図 7 登録情報の分布 (水質データ)
図 7 登録情報の分布 (生き物)
図 7 登録情報の分布 (魅力的な資源)
図 8 ｢コミュニケーションマップ｣のページへのアクセス数

















いる｡ 今までに実施した講座は, 水質調査 (2回),
水生生物調査 (3回), 湧水調査 (2回), 水草観
察講座 (1回) である｡ また, 本システムの利用
の活発化のため, 本システムの利用に関する講座






















































































































































































及, 第 19回地球環境シンポジウム講演集, 2011.
8) 宮本善和：WebGISによる水循環市民モニタリ
ング ｢新河岸川流域コミュニケーションマップ｣,
水循環貯留と浸透, 第 83号, 社団法人雨水貯留浸
透技術協会, 2011.
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